
ぐんま緑の県⺠基⾦事業の第Ⅲ期に向けた検討内容

資料４未定稿



課税期間 ５年 （第Ⅲ期︓令和６年度〜令和１０年度）

税額（率）
個⼈︓年間７００円
法⼈︓県⺠税均等割額の７％相当額

税収⾒込額 約８．５億円（年額）
（個⼈︓約６．８億円 法⼈︓約１．７億円）

事業計画

事業内容

①経営が成り⽴たたず放置された森林の整備

②地域の課題解決のための市町村への補助

③森林環境教育・森林ボランティアの⽀援

④普及啓発・事業の透明性の確保

ぐんま緑の県⺠税 第Ⅲ期のあり⽅について

目指すべき目標
◆豊かな⽔を育み、災害に強い森林づくり
◆⾥⼭・平地林等の森林環境を改善し、安全・安⼼な⽣活環境を創造

第Ⅲ期のあり方については、第Ⅱ期の基本方針を継続
１



区分 課題 ⽅向性
⽔源地域等の
森林整備

■ 森林整備率の向上

■ ⾼齢級林分の整備推進

■ 伐採⽊の林内残置

■ 針広混交林化の推進

■ 労働災害の撲滅

■ 環境保全林（傾斜25以上)の整備推進
※傾斜25度未満は路網からの距離に関わらず対象外

■ 環境保全林のうち路網からの距離100ｍ未満の⾼
齢級林分等の整備、災害による被害拡⼤を防⽌する
ため伐採⽊を除去

■ 条件不利森林における列状間伐の導⼊

市町村提案型 ■ 事業要望の増加

■ 資材の価格上昇

■ 要綱、要領、運⽤等の関係規定の整理

■ 採択、審査基準の明確化

■ 補助単価等の⾒直し
制度運営
（普及啓発）

■ 効果的な普及啓発

■ 森と⽊のまつりによる普及
啓発の円滑化

■ 認知度の向上
（包括連携協定締結企業等との連携）

■ 森と⽊のまつり⽀援⽅法の⾒直し
（補助⾦による地域開催事業⽀援）

ぐんま緑の県⺠基⾦事業の⾒直しの⽅向性（素案）

■ 第Ⅲ期は第Ⅱ期の基本⽅針を継続することとしており、制度の⼤枠は変更しない。
■ 新たな森林ゾーニングの導⼊に対応するため、対象森林や施業⽅法を検討する。
■ 認知度の向上を図るため、効率的な普及啓発⽅法を検討する。

２

未定稿



区分 0~100ｍ 100〜200ｍ 200ｍ〜

30度以上

25度〜30度

25度未満

区分 0〜100ｍ 100ｍ〜

環境保全林

25度以上
６．７万ha

針広混交林化（２．４万ha）

間伐による針広混交林への誘導

天然林化（４．３万ha）

強度間伐による天然林への誘導

資源循環林

25度未満
４．４万ha

⼈⼯林【短期循環林①】（２．７万ha）

林業適地

⼈⼯林【短期循環林②】（１．７万ha）

路網整備により林業適地へ誘導

新たな森林ゾーニングとぐんま緑の県⺠基⾦事業の対象区域のイメージ案

未整備⾼齢級林等（伐採⽊除去） 条件不利森林（列状間伐導⼊）

現状のぐんま緑の県⺠基⾦事業の整備対象

整備対象外として検討 ３

整備対象として追加を検討

未定稿

※既存事業の対象と
なる森林を除く



普及啓発

項目 現状（第Ⅱ期） 第Ⅲ期

普及啓発
■ 公共施設等におけるチラシの配布 ■ 包括連携協定締結企業等との連携

■ 公共施設等における効果的なチラシの配布

普及啓発
活動補助

（森ときのまつ
り）

■ 負担⾦による⽀援（Ｒ５ 225千円） ■ 補助⾦による⽀援（Ｒ６ 1,275千円）

■ 実⾏委員会のあり⽅検討

ぐんま緑の県⺠基⾦事業（普及啓発）

４

未定稿

補助金

構成員

県
負担金 実行委員会 負担金

地域開催
行事

構成員

県

実行委員会

地域開催
行事

＜補助率 3/4＞＜補助率 3/4＞


